
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

        

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

令和２年  夏発行 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 広報誌 第５６号 

 

 



令和２年度スローガン 

～変化を受け止め、変化に対応しよう～ 
 

                前院長の退職に伴い、令和２年４月１日付で院長を拝命しました 

石川明子です。看護師長及び家庭支援専門相談員としての経験を活か 

して、子どもたちの最善の利益を確保するため尽力して参ります。 

さて、昨年度末から現在に至るまで、新型コロナウイルスは世界で 

猛威を振るい、国内においては初めて緊急事態宣言が発出されるなど 

過去に例を見ない状況となっております。当乳児院においても多大な 

影響を受けており、面会を中止せざるを得ない状況が続き子どもたち 

にはとても寂しい想いをさせております。また、デイケアやショート 

ステイ等の子育て支援事業もいまだ再開の目処が立たず、利用者には 

大変ご不便をおかけしております。 

そのような中、令和２年２月に策定された「秋田県社会的養育推進計画」がスタートし、当乳児院は県から 

フォスタリング機関事業（※）を受託したところです。現状は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、 

順調に進んでいるとは言い難いですが、子どもたちの家庭復帰を最優先としながら、それが難しい場合 

でもより家庭的な環境で生活できるように精一杯支援して参ります。 

 

（※）フォスタリング機関事業のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳しくはホームページをご覧ください。 



ばんび組 
男の子４名、女の子４名でスタートした元気いっぱい

のばんび組さん。“お兄さんチーム”の３歳児さんが 

遊びをリードしてくれています。最近のブームは、院

庭でダンゴムシを探すこと！天気の良い日は「お外に

行きたーい！」と張り切っています。色んな発見や驚

きがある１年になりますように♪           

ひよこ組 
 ずり這いやハイハイでお部屋やお庭を自由自在に

探索中のひよこ組さん。初めて見るもの、初めて体

験することがたくさんで驚きがいっぱい！これから

出会うたくさんの初めてを一緒に体験して大きくな

っていこうね。          （佐藤(奏）） 

ぱんだ組 

 １～３歳でスタートのぱんだ組。やっと１人歩きの

私、歩くたびに「ふぅ～」と大きなため息の僕、黙々

と歩く僕。お姉さん３人組はお花を見ながら女子トー

クに花を咲かせています。帰ってきたらお約束の手洗

いでしっかり自己防衛しています。  （鈴木(祥)） 

■編集・発行 秋田赤十字乳児院 

〒010－0041  秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760   FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

ことり組 
 今年度のことり組さんは、全員男子！ 

プラレール名人、お料理名人、太鼓名人、ユーモア名

人ｅｔｃ個性豊か。 

毎日がとても賑やかです。十人十色ならぬ六人六色の

ことりさん。これからどんな成長を見せてくれるのか

とても楽しみです。          （髙𣘺（ひ）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かわいい～！」は、こうするといいみたいだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （渡部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

     おおきいの、つかまえたよ！！ 

 

保育室ダイアリー 

ボールは友達。目指すはＪリーガー！ あわあわでコロナをふっとばせ！ 



■編集・発行 秋田赤十字乳児院 

〒010－0041  秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL018-884-1760 FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

新しい生活様式となって、「オンライン面会」が始まる日も近いかも…！？ 

皆様もどうか、ご自愛ください！！ 

 

善意寄付！ 
 

令和 2年 3月３１日に退職した職員から乳児院へご寄付

をいただきました。 

 

 

 

 

 
 

 
保坂前院長からは寄付金の贈呈 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

退職者 2 名からは掃除機 

子どもたちは、掃除機に怯えている子もいますが…大活

躍です。ありがとうございました。 
 

 

編集後記 ～スタッフから一言～ 

 
「この世に生き残る生き物は、最も力の強いも

のか。そうではない。最も頭のいいものか。そ

うでもない。それは、変化に対応できる生き物

だ。」 

 これは、かの有名な学者ダーウィンの名言で

あり（諸説あり）、おそらく、生物学だけにとど

まらず、全ての分野にあてはまるだろう普遍的

格言ではないだろうか。 

 今年度は施設長が交代となる等、当乳児院に

おいても大きな変化の年となる予感。職員一同

変化に対応し、子どもたちの最善の利益を確保

していきます！ 

 ・・そろそろ髪型でも変えようかな（笑） 

（菊地） 

 

音楽が鳴ったら、「か・ん・き だよ～！」。 

子どもたちも知らせてくれます。 

 

寄付でいただいた手作りのマスクは、 

とってもおしゃれ。 

わたしたちのお気に入りだよ♡ 

 

世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス。 

 

当院でも様々なイベントが中止となり、３密を避け、マスクの着用、手洗い・うがいや

検温の強化などの対策を行っています。 

子どもたちも、手洗い・うがい、こまめな水分補給など、出来る範囲で対策しています。 
 


